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生物多様性関係法令の体系概要

生物多様性基本法（平成20年）
自然環境保全法 （昭和47年）

自然公園法 （昭和32年）
自然環境保全法 （昭和47年）

種の保存法 （平成4年）
絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律

鳥獣保護管理法 （平成14年）
鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律

外来生物法 （平成16年）
特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律

カルタヘナ法 （平成15年）
遺伝子組換え生物等の使用等の規制による
生物の多様性の確保に関する法律

自然再生推進法 （平成14年）
生物多様性地域連携促進法 （平成22年）
地域における多様な主体の連携による生物の多様性の保全のための活動の促進等に関する法律

エコツーリズム推進法 （平成19年）
自然資産区域法 （平成26年）
地域自然資産区域における自然環境の保全及び持続可能な利用の推進に関する法律

枠組

場の保全 動植物の保護・管理

活動促進
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